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このイベントのきっかけとなったのは4年前、コロナ禍の2020年です。
私は⼿⽻先サミット®�でお⼿伝いさせていただくことになりました。⼿⽻先サミット®�とは『名古屋
発祥の⼿⽻先を全国から集結し、投票でNO.1を決める！』東海地区最⼤級の⾷のイベント。最⾼来
場者数は12万⼈を突破、メディアなど各⽅⾯から注⽬されていました。しかし加⼊後の2019年はコ
ロナ禍で開催できず、満を持して2020年8⽉に7回⽬の開催となりました。

ここ近年8⽉は「熱中症警戒アラ�ート」が連⽇のように発表される名古屋。全国北海道から九州ま
で、殿堂⼊りをめざして名古屋に集まる⼿⽻先店がズラリと並び⼤盛況のイベントですが、�実は⼿
⽻⾻や廃油などのごみ問題も深刻でした。

そこで環境部を発⾜。イベントで出るごみ問題について取り組みました。テーマは「ごみ0運動」。
コロナ禍において⼈との交流が希薄になっていた点や現代の若者の特性（⾃主性を重んじる）を考
え、環境問題について考えてもらうことよりも、楽しんでもらう、居場所を作る、互いを認める、
⾃⼰発信してもらうことを重視しました。会場内では徹底した分別収集やリサイクルを実施してき
ました。コロナ禍で多くの飲⾷店が苦労を強いられる中で、今の時期に環境問題を優先するより、
売り上げを考えるのが先では？といった意⾒も⾶び交いました。さまざまな葛藤がありましたが、
多くの店舗や来場者の皆さまのご理解ご協⼒を得られて、その取り組みが評価され、イベント主催
者としては初の「愛知環境賞」優秀賞を受賞させて頂きました。これも⽀えてくださった皆さまの
おかげです。

今年は同時開催として隣のエンゼル広場に場所を移して「脱炭素ミライLabo」を発⾜。新たなチャ
レンジをスタートしました！ミライLaboは運動やゲームを通して、遊んでいるうちに気がついたら
「健康」と「環境問題」を学べる体験型のイベントです。⼦どもたちのミライを消費しないように
努めていくのが私たち⼤⼈の役⽬なのかもしれません。この取り組みが続いていくよう、更なる
Laboを⽣み出していきます。改めて関係者の皆さまには⼼より御礼申し上げます。  

                         ミライLabo実⾏委員会 代表 久野 絵美

あいさつ
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ミライLaboのルール

① 環境に対する取り組み⽅は⾃分で決める。

② できるだけ多くの⼈がたのしめるプログラムを作る。

③ 真実を追求する。周りに流されない。

④ 継続する。

⑤ 環境問題を学ぶ場を提供する。

本団体は、「⼿⽻先サミット®実⾏委員会環境部」から派⽣し、2024年1⽉1⽇に設⽴しまし
た。環境を訴えるのではなく次世代を担う⼦どもたちへ向けて、家族でたのしくSDGsの学び
を深める機会を提供するイベントです。

「ミライLabo」は�⼦どもたちを信じる、認める�ことを⼤切にしています。⼦どもたちや学
⽣にも企画の段階から⼊ってもらい、今の時期から考え実⾏していく⼒をつけていってもら
いたいと考えています。�

出展者と来場者の出会いから、⼦どもも⼤⼈もできる「脱炭素」な社会を「laboratory（ラ
ボラトリー）」できる発想が⽣まれるよう、多くの機会を提供し、次世代を担う⼦どもたちへ
向けて、家族でたのしくSDGsの学びを深めるための⽀援を積極的に⾏っていきます。

家族でたのしくSDGsの学びを深める

ミライLaboとは



ミライLabo’1st　開催概要

「脱炭素ミライLabo」は、循環型の持続可能社会の実現をめざす企業や団体が出
展し、環境テーマをスポーツやWEBとコラボレーションしながら、地域の皆さ
ま、若者、インフルエンサーとたのしく訴求していだたく体験型のイベントで
す。

2024年5⽉31⽇（⾦）16時〜18時
2024年6⽉1⽇（⼟）10時〜18時
2024年6⽉2⽇（⽇）10時〜18時

概  要

会  期

場  所

後  援

主  催

出展規模
（⽬標）

久屋⼤通公園エンゼル広場（愛知県名古屋市中区栄3丁⽬）

ミライLabo実⾏委員会

⼀般社団法⼈�海と⽇本プロジェクト�in�愛知県
⼿⽻先サミット®実⾏委員会
愛知県
名古屋市

出展者数：30社・団体
来場者数：30,000⼈
インフルエンサー拡散：総合100万フォロワー以上
SNSリーチ数：100,000インプレッション



エリアMAP



メインステージ

DAY1 書道家RIHO
書道パフォーマンスの様⼦

DAY2�RINOキッズスクール
キッズダンスの様⼦

DAY1

DAY2 DAY3



メインステージ

DAY2 プロギング
閉会式の様⼦

DAY2 ロゲイニング
表彰式の様⼦

DAY3 Rinoキッズスクール
キッズダンスの様⼦

DAY3 フードロスゼロ⼤会
⼤⾷いYouTuberが様⼦⼿⽻先を⾷べる様⼦

DAY2 名古屋ダイヤモンドドルフィンズ
優勝報告会の様⼦

DAY2 中区ますだ裕⼆愛知県議会議員
学⽣とのトークイベントの様⼦

DAY3 ⾼橋名⼈
トークイベントの様⼦

メインパーソナリティー
天野なな実 アナウンサー



ゲスト一覧

ランナー系、バスケ、サッカー、SDGs�系、フードロス系（⼤⾷い）、アイドル、ゲーム系、観光
系、グルメ系、おでかけママさん系など（公式サイトには掲載しきれない程）多くのインフルエン
サーさんや有名⼈のみなさまが有志で会場を盛り上げてくださいました！

各ジャンルで⼈気のインフルエンサー、有名⼈のみなさまが⼤集合！



数字で振り返るミライLabo

ミライLabo公式Instagramのリーチ数

ミライLabo公式ホームページの閲覧数

30,329�PV （4⽉20⽇〜6⽉15⽇）

WEB

ミライLaboチラシの発⾏部数

動員数

約20,000⼈
5⽉31⽇(⾦)約350⼈、6⽉1⽇(⼟)�約6,500⼈、6⽉2⽇(⽇)�約13,150⼈

10,000冊�

38,000リーチ�

TV

400本

インフルエンサー拡散の総フォロワー数とリーチ数

95万フォロワー+330,850リーチ

CM∕プロギング(supported�by�Alpen�NAGOYA)�(5⽉初旬〜5⽉31⽇)�

・番組内取り上げ
�6⽉21⽇�17:30 テレビ愛知「キン・ドニーチ」

・その他
東海テレビ、中京テレビ、CBC、
テレビ愛知、報道番組内にて

ポッカ⾃販機300台、近隣ポスティング5,000枚

WEBメディア

32サイト掲載

Instagram

3⽇間合計

チラシ



手羽先サミット（R）とのコラボ



手羽先サミット（R）とのコラボ



手羽先サミット（R）とのコラボ



CSR／環境対策　２

インフルエンサーYouTube による最終日
同時開催イベントから残った手羽先食べ尽くし大食い企画 

発電チャレンジ（大学生企画）
カラオケッタ
⾃�⾞を漕いでいる間�電され、その間
カラオケができるというもの。まわりの
ライトが�るのも�⼒

ごみ分別ゲーム(e スポーツ/ぷよぷよ大会) 
謎解きで海洋ごみのリサイクルを学ぶ



イベント概要
【開催概要】Nagoya�Plogging�Weekend�difference�supported�by�Alpen�NAGOYA�in�ミライLabo
【⽇程】2024�年6⽉1⽇（⼟）8時30分〜10時30分
【開催場所】久屋⼤通公園エンゼル広場（ミライ�Labo�会場内ステージ前）
【参加⼈数】169�名
【協⼒団体】脱炭素ミライ�Labo、Alpen�NAGOYA
【運営団体】⼀般社団法⼈�海と⽇本プロジェクト�in�愛知県

スペシャルアンバサダーで豪華ゲストが参加！
本イベントでは今回、スペシャルアンバサダーとして鈴⿅⼤学陸上部コーチ・市野泰地さん、陸上系
インフルエンサー・志村美希さん、名古屋を中⼼に活躍中のダンス＆ボーカルガールズグループ・
SAKURA�GRADUATIONの6名が参加していただけました。また、スポーツの⼒で楽しみながらごみを拾
って海の問題解決に取り組むプロギングをAlpen�NAGOYAにもご協⼒いただき開催しました。

久屋⼤通公園周辺を6コースに分かれてプロギングを実施。
当⽇は今までのプロギング史上最⼤の169名に参加いただいました。
今回は各コースにスペシャルアンバサダーが参加し、⼀緒にプロギングを⾏っていただきました。参
加者の中にはスペシャルアンバサダーのファンの⽅も多く、各コースそれぞれ⼀緒に街ごみを拾いな
がら汗を流せる貴重な体験になったと⼤盛況でした。ごみを拾ったら「ナイス！」「ありがとう！」と
声を掛け合う内に、⾃然に打ち解けていき、楽しい雰囲気で参加者同⼠の交流も深まっていました。
また、この⽇は天候にも恵まれ参加者からは楽しいという感情が表情から溢れていました。

今回のプロギングでは参加者全員でなんと90.1kgものごみを集めることができました。街ごみを減ら
す取組の輪を継続して広げていくことで海ごみ問題の改善に取り組んでいきます。

ランニング企画 １

■�プロギング
テーマは�「楽しく！健康に！ついでにごみ拾い！」
ごみ拾いをするのではなく、体を動かすついでに地球に
も優しいことをしよう、というのがコンセプトです。活
動に取り組む⼈が持続できるように楽しさという部分を
第⼀に慈善活動の雰囲気を極⼒感じさせないようにして
います。⼀般社団法⼈�海と⽇本プロジェクト�in�愛知県の
⼒を借りて、⼿⽻先サミット®�環境部からはじまり、今回
が4回⽬となる国内最⼤級のプロギングイベント！今年は
ミライLaboへとステージを変えて、さらなる盛り上がり
を⾒せました。



ランニング企画 ２

■�ロゲイニング
テーマは�「�⾛ってエコに�!�街の魅⼒を発⾒�!�」
街中に点在するチェックポイントを回�って、⾛ること、歩くことを楽しもうというのが
コンセプトです。ロゲイニングの魅⼒は戦略と体⼒のかけ合わせです。
戦略と体⼒どちらが⽋けても⾼い得点は得られないので、そのバランスを取りながら仲間
同⼠の親睦が深まったりチームワークを養うことができます。

イベント概要
【チーム】2〜5名（2名以上中学⽣以下を含むファミリーも可）
【募集システム】事前E-MOSHICOM当⽇先着順
【賞品】各カテゴリー1位、2位、3位、10位、15位
【場所】久屋⼤通公園エンゼル広場�
【時間】12:30~15:15
【定員】100名
【参加料】1000円（未就学児は無料）
【参加】E-MOSHICOMにてエントリー（空きがあれば当⽇参加も可）

HOKAのフライラボ前で特別イベント！
本イベントではHOKAの新作シューズ試し履きができ、⼤塚製薬より熱中症対策のポカリ
スエットや、景品にカロリーメイトやオロナミンCをいただきました。

■�HOKA RUN
ご出展様であるHOKA様のブース「FLY�LABO」を拠点にモーニングラン

イベント概要
【参加費】無料
【参加資格】HOKAユーザー及びHOKAの試し履きシューズを履いて参加できる⽅
【申込期間】2024年5⽉27⽇（⽉）まで
【募集定員】30名（抽選）



告知物・制作物

エリアMAP パンフレット第1版

パンフレット第2版（表） パンフレット第2版（裏）

ワンドリンク券 スタッフ・ボランティアTシャツ



WEBメディア（一部抜粋）

海と⽇本PROJECT 海と⽇本PROJECT

Alpen�Group

株式会社たいへい

さんかく屋根の下

株式会社アグリンクス

HOKA

名古屋ダイヤモンドドルフィンズ



⾼橋名⼈

WEBメディア（一部抜粋）

Mapion

愛知のニュース

Mapion

Rakuten��infoseek�news Locipo

株式会社タニプロモーション

愛知のニュース



CROUD�PRESS�ROOM YAHOO！ニュース

WEBメディア（一部抜粋）

dmenu�ニュース eltha

ナゴヤトコトン Basketball�News�2for1

Basketball�News�2for1 CBC�Web



WEBメディア（一部抜粋）

毎⽇新聞

au�Webポータル

サカエ経済新聞

中⽇スポーツ

SPORTS�MANIA NIKKEI�COMPASS

CROUD�PRESS�ROOM CROUD�PRESS�ROOM



その他
映像系メディア
多数掲載！！

TV・SNS（一部抜粋）

中京テレビ

CBCテレビ東海テレビ

テレビ愛知 テレビ愛知



プレスリリース関連



出展ブース



出展ブース



来場者の傾向

⼥性 男性

0 20 40 60 80 100

学⽣

家族連れ

ランナー

関係者

⼀般来場者

参加形態別の男⼥⽐ 参加者居住地

愛知県
51.6%

東京都
11.9%

⼤阪府
9.9%

三重県
7.9%

兵庫県
6%京都府

4.8%

岐⾩県
4%

奈良県
4%

参加形態別の年代

10代未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代以上

学⽣ 家族連れ ランナー 関係者 ⼀般来場者
0

20

40
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ボランティア ・デジタル証明書発行
　〜「Web３」技術で活動実績を見える化〜

段落テキスト

■⽬的と意義
ボランティア参加者の努⼒を称え、感謝の意を⽰すために、イベント終了後にデジタル参加証を発
⾏。セキュリティーが⾼い次世代インターネット「Web3」技術を活⽤し、改ざんや複製ができない
デジ�タル資産「⾮代替性トークン（NFT）」化した証明書を配布しました。
⾼校⽣⼤学⽣、のべ35名が参加となりました。

■実施⽅法
1 デジタル参加証の発⾏
イベント終了後、参加者のメールアドレスにデジタル参加証を送付。専⽤のプラットフォームを利
⽤してスマホからもダウンロード可能にする。
2 協賛品との交換
参加証を提⽰することで、協賛企業から提供された商品と交換。

■効果
・ブロックチェーンにより改ざん不可能になる
・環境�×�ボランティア�×�カーボンニュートラルのメディアでの情報発信�
・協賛企業の広告効果およびブランド認知向�上



CSR

イベント当⽇に参加者向けの託児サービスを実施。SNS上
では�「ママには嬉しい」「私もいつか使う」といった声が
寄せられ、⼤きな反響を呼びました。
イベントで託児所が設置されることは珍しく、SNSで話題
になったものも利⽤者は少なかったです。
これはイベントの認知が関係しています。

段落テキスト

当イベントは多くのボランティアの⽅に⽀えられています。イベント団体として当イベントに関わ
って頂く全ての⽅（来場者、出展者、スタッフ）の安⼼安全を守るため⼀定のガイドラインを設け
ました。

スタッフには安全管理の徹底と情報の共有、講習を簡単に⾏いました。ランニングイベント参加者
や、お⼦様には熱中症対策として、待機列を作らない⼯夫と⽇陰への誘導計画を⽴て、ご協賛いた
だきました⼤塚製薬のポカリスエットを配布。会場内には簡単な救急措置ができるように薬箱を⽤
意し、看護師と保育⼠を配置しました。



カスタマーハラスメント／災害対策

厚⽣労働省から発表されているガイドラインを参照し、マニュアル整備をしました。クレームとカ
スハラの違いを説明し、問題を改善・解決すべきことは真摯に取り組むことを掲げています。

また、イベントを安全に実施いただくために主催者のための運営体制・事前安全管理に関するマニ
ュアル等を作成しました。

カスタマーハラスメント対策マニュアル

災害時避難マニュアル


